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 ４月２９日（月）高出地区センターにおいて、

令和６年度第２０期高出二区定期総会が開催さ

れました。三連休最終日の祝日でしたが、当日出

席者５１名、委任状２２９通を含む２８０世帯の

出席を得、また、市議会議員 牧野直樹様、石井

勉様、高出支所長 小澤秀美様に来賓としておい

でいただきました。 

 議長には 8組の西沢信代司さんが選出され、議

事に入りました。 

 第 1号議案では令和5年度事業報告を大和区長、

決算報告を細川会計が行い、武藤幹事による監査

報告がありました。 

 第２号議案で、運営規則改定について、大和区長より今後の区長の人材確保を図るために「行政

連絡活動費については一般会計への繰り入れを取りやめ、区長への支給（報酬）とする」旨の説明

があり、合わせて区長候補選出方法についての報告がありました。 

第３号議案では令和６年度事業計画並びに収支予算案について提案されました。質疑で、球技大

会、秋の行楽、敬老会の在り方についてご意見・ご要望をいただきました。役員の負担軽減や区民

の皆さんの行事への参加のしやすさ等、様々な考えを踏まえながら、それぞれの団体が別個に動く

のではなく、協力しあって区政の運営にあたっていくことの大切さを改めて確認しました。 

提案された３議案とも賛成多数で可決され、本年度の事業が正式にスタートしました。出席され

た皆様、ありがとうございました。今後も区政へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。 
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本日はお忙しい中、区民の皆様、

団体長の皆様、そして班長の皆様お

集り頂きまして誠にありがとうござ

います。 

又、塩尻市議会議員様お二方、高

出支所長様の来賓の方々をお迎えし

て第２０期高出二区定期総会を成立

開催できます事大変嬉しく思います。 

さて、本日は令和５年度の実績承

認、規約改正（案）令和６年度の計

画（案）をご承認お願いいたします。

令和５年度は、これまで諸先輩方が

築いて来て頂いたベースを基に、時

流に合った事業、行事を進めて参り

ました。コロナ禍で中止を余儀なく

された行事も、コロナ５類格下げ後、復活催行できたように思います。従いまして、６年度もそ

のベースは変えずその時のトレンドに乗りながら行事、事業を行って参ります。特に重要と位置

付けます事業はお子様からお年寄りまでの子育て支援、見守り等の支え合いです。昨年に特別委

員会を立ち上げ、アンケートを実施し、少しずつではありますが基礎が見えて参りました。１月

１日に能登の大きな地震災害が発生致しました。その災害に、公助（公の救助）は直ぐには届き

ませんでした。そのような災害時には共助（共に隣近所で助け合う）が一番大切です。日ごろか

らご近所で支え合える組織を単年度では難しい事業ですが、年度も継続し作って行きたいと考え

ています。 

 

先日の区長行政連絡会議の折、市長さんがおっしゃっていましたが、塩尻市の０歳から１１歳

までの人数について年代別統計を見ますと、１１歳から０歳まで年々人数が減少傾向の様で、ま

さに少子高齢化が顕著です。又、６５歳以上の高齢化率を見ますと、５０％台の地区もあれば２

０％台の地区もあり、二人に一人が６５歳以上の地区や五人に一人の地区もあるようです。幸い

にも高出地区の６５歳以上の高齢化率は塩尻市１０地区中一番低い地区です。お子様の１０年後

の出生率も気になるところでありますが、高齢化率も１０年２０年後が気になるところです。何

年か後には消滅しそうな自治体が 40％もあるといわれています。そうならないためにも、「住み

よい」「暮らしやすい」地域づくりを、行政の力をお借りしながら、各種団体の皆様、班長さん、

区民の皆様のご支援、ご協力を賜り、区政運営を継続、実行して参ります。高出二区の区民の皆

様と共に助け合い、区を発展させて参りたいと思います。 

結びに皆々様のご健勝と、ご多幸をご祈念申し上げまして挨拶と致します。 

 

 

 

 
区長挨拶 
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春の花・ふれあい春の集い 

 

 

 

５月１９日（日）、高出保育園玄関前・ふれあい広場・地区センター前で、社協・民生委員・区

政委員による「春の花・ふれあい春の集い」が行われました。区政委員が前もって雑草を取った

り防草シートを張り直したりしておいた花壇に、マリーゴールドやサルビアなどの苗を 1 本 1 本

丁寧に植えました。花の色や背の高さを考え、どの花をどこに植えるときれいになるか、和やか

に相談しながら、２時間ほどかけて３か所合わ

せておよそ５００本の苗を植えました。また、

作業に合わせて樋口さんが高出保育園玄関前花

壇の生垣の剪定をしてくださいました。作業を

するのにちょうどよい薄曇りの中でしたが、終

わるころには皆さんうっすらと汗をかいていま

した。美しい花々を区民の皆様に楽しんでいた

だけたら幸いです。 

 

  花壇の花紹介（花言葉辞典 https://www.hana-navi.net/flower/he より引用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花言葉  

おしゃれ、気取

り、風変わり 

など 

花言葉  

エネルギー,全

て良し ,尊敬 ,

知恵 など 

花言葉 

友情,可憐な愛

情 ,健康 ,絶望 ,

悲しみ など 

花言葉 

情熱 ,快活 ,永

遠 ,妄想 ,疑い 

など 

花言葉 

心のやすらぎ, 

心がなごむ, 

変化など 

ケイトウ サルビア  カンナ ペチュニア 
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はるやすみ学習ひろば 
 

 

 

３月２１日（木）、高出公民館主催の「はるや

すみ学習ひろば」が高出地区センターで行われま

した。 

５０人程度の募集（定員）でしたが、当日は小

学生中心に１００名を超えるお子さんの参加が

あり、多目的ホールや学習室など、３つの部屋を

使っての学習会となりました。 

子どもたちは、およその学年ごと分かれた部屋

で、長机に複数人で座り、学校から出された春休

みの課題中心に取り組み、それぞれに応じたスタイルで学習を頑張っていました。 

学習の支援には、地域の方のほか、都市大塩尻高校のボランティア同好会の皆さん中心

に、高校生が１３名ほど来ており、参加者の必要に応じたサポートをしてくださっていま

した。お昼には、「お肉たっぷりのハヤシライス」が用意され、昼食時も子どもたちはたい

へん楽しみにしているようでした。 

この学習ひろばを通して、勉強への取組はもちろんですが、普段かかわることの少ない

地域の方とふれあったり、過ごしたりすることもでき、子どもたちにとって春休みの良い

１日となったのではないかと思われます。 

高出公民館はじめ、運営にかかわられた民生委員、子ども育成会、コミュニティ・スク

ールの学校支援コーディネーター等の皆様たいへんお疲れさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

６月・７月の行事予定 

編集後記  

 風薫る５月。爽やかな風を期待する季節ですが、３０度に

届く暑さや台風のような強風が印象に残っています。健康管

理や災害への備えを改めて大切にしていただければと思いま

す。         

編集委員：中野 薫 小山 純 安江克也 中村文子 

６/ ２（日）  春の一斉清掃 

６/１５（土）  団体長・班長会議 

          （支えあい事業・夏祭り） 

６/１６（日）  高出リレー音楽祭 

（レザンホール） 

７/ ７（日）  高出地区球技大会 

７/２７（土）  第 16 回夏祭り準備 

７/２８（日）  第 16 回夏祭り 

令和６年度前期区費の納入につきまして、区民の皆様

のご理解とご協力をいただきありがとうございます。

集金業務を担っていただいた班長の皆様、関係の皆様

に厚く御礼申しあげます。      


